
斎宮幼稚園の入園式。43人が新入

園…関連記事は２ページをご覧く

ださい。

【今月号の主な内容】

まちの話題＝町消防団に多機能型ポンプ付積載車配備、旭スポ少が東

海地域ソフトボール新人大会優勝、ほか　　　　　　　　　　 ……２～４Ｐ

町指定ゴミ袋変更と値下げ・水道料金改定のお知らせ・子ども手当支

給開始のお知らせ、ほか　　　　　　　　　　　　　　　　　 ……５～７Ｐ　　

行政相談・住宅用太陽光発電システム設置費補助のお知らせ、町消防

団の新体制、ほか ……８～９Ｐ

今月のひとまちふれあい、各種お知らせ、ふるさと会館・いつきのみ

や歴史体験館のお知らせ、ほか ……10～17Ｐ

明和町行政チャンネル番組表、ほか ……18Ｐ
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まちの話題
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)

町
内
５
幼
稚
園
に

１
１
０
人
が
入
園

【
斎
宮
幼
稚
園
で
は
43
人
】

町
内
各
所
で
桜
咲
く
４
月
８

日
、
町
内
５
つ
の
各
幼
稚
園
で
入

園
式
が
行
わ
れ
、
町
全
体
で
１
１

０
人
の
新
入
園
児
が
入
園
の
春
を

迎
え
ま
し
た
。

こ
の
日
、
斎
宮
幼
稚
園
で
は
園

児
43
人
が
新
入
園
。
園
児
た
ち
は
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
緊
張

し
た
面
持
ち
で
入
場
し
た
後
、
担

任
の
先
生
か
ら
一
人
ず
つ
名
前
を

呼
ば
れ
る
と
、
「
は
い
っ
」
と
、

元
気
の
良
い
返
事
で
応
え
て
い
ま

し
た
。

小
学
校
に
は
２
１
２
人

中
学
校
に
は
２
４
７
人
が
入
学

４
月
６
日
に
は
町
内
６
つ
の
各

小
学
校
で
、
ま
た
４
月
７
日
に
は

明
和
中
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
入
学
式

が
行
わ
れ
、
小
学
校
で
は
町
全
体

で
２
１
２
人
が
、
ま
た
明
和
中
学

校
で
は
２
４
７
人
の
児
童
・
生
徒

が
入
学
し
ま
し
た
。

４月８日、斎宮幼稚園入園式

【ありがとうございました】

南勢生コン協が交通安全ワッペン寄贈
４月13日、南勢生コンクリート協同組合（日置

勝司理事長、組合員13社）から町教育委員会に小

学生児童向けの「交通安全ワッペン」を寄贈いた

だきました。

この日は、同協同組合の溝端　貢 副理事長と岡

田信夫理事が来庁。「小学生新１年生児童たちの交

通安全に役立

ててください」

と、西岡教育

長にワッペン

230枚と目録

を手渡してい

ただきました。

ありがとうご

ざいました。 目録を手渡す溝端副理事長（写真中）

町
で
は
こ
の
ほ
ど
、
斎
宮
小
学

校
と
明
和
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

通
学
路
に
「
青
色
防
犯
灯
」
を
整

備
し
ま
し
た
。

整
備
し
た
青
色
防
犯
灯
は
合
計

27
基
で
、
斎
宮
の
東
野
・
勝
見
地

区
か
ら
北
野
地
区
に
至
る
通
学
路

延
長
約
１
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

区
間
で
す
。

こ
の
た
び
の
防
犯
灯
整
備
は
、

平
成
21
年
７
月
に
明
和
サ
ン
ラ
イ

ズ
ク
ラ
ブ
（
中
井
宗
雄
会
長
、
町

内
事
業
所
代
表
者
な
ど
26
会
員
で

児
童
・
生
徒
通
学
路
に

青
色
防
犯
灯
27
基
を
整
備

【
明
和
サ
ン
ラ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
寄
付
金
を
活
用
】

構
成
）
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金

を
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
と
安
全

の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
も
の
で
す
。
明
和
サ
ン
ラ
イ
ズ

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

児
童
・
生
徒
の
通
学
路
に
整
備
さ
れ
た

青
色
防
犯
灯

青色防犯灯

町
消
防
団
に
配
備
さ
れ
た
多
機
能
型
ポ
ン
プ
付
積
載
車

町
で
は
３
月
31
日
、
多
機
能
型
小
型
動
力
消
防
ポ

ン
プ
付
積
載
車
を
町
消
防
団
第
３
分
団
（
大
淀
）
に
、

ま
た
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
同
第
４
分

団
（
上
御
糸
）
に
配
備
し
ま
し
た
。

第
３
分
団
に
配
備
さ
れ
た
車
両
は
、
震
災
時
の
沿

岸
部
に
お
け
る
救
助
活
動
に
対
応
す
る
た
め
、
A
E

D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
は
じ
め
、
エ
ン
ジ

ン
カ
ッ
タ
ー
な
ど
各
種
救
助
用
機
材
や
高
性
能
ポ
ン

プ
を
装
備
。
町
消
防
団
に
は
、
今
回
初
め
て
配
備
さ

れ
る
タ
イ
プ
で
す
。

こ
の
日
は
、
各
車
両
配
備
伝
達
式
の
後
、
町
消
防

団
員
や
町
議
会
総
務
産
業
常
任
委
員
会
委
員
の
皆
さ

ん
に
対
し
、
装
備
器
具
の
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
た
び
の
車
両
配
備
に
よ
っ
て
、
安
心
と
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

町消防団に 多機能型ポンプ付積載車配備
【震災時の救助活動対応装備を充実】
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 

い
つ
き
の
み
や
梅
ま
つ
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

１
席
に
松
阪
市
の
池
田
さ
ん

斎
宮
跡
観
光
協
議
会
で
は
、
２

月
28
日
に
斎
宮
歴
史
博
物
館
ふ
る

さ
と
広
場
で
開
催
し
た
「
第
６
回

い
つ
き
の
み
や
梅
ま
つ
り
フ
ァ
ミ

リ
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入

賞
者
を
こ
の
ほ
ど
決
定
し
、
３
月

27
日
、
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験

池
田
さ
ん
の
作
品
「
い
い
香
り
」

５
日
;;

の
催
し

【
前
夜
祭
】

■
時
間
・
場
所

午
後
６
時
〜
、

斎
宮
歴
史
博
物
館

■
内
容

開
会
式
、
禊
（
み
そ
ぎ
）

の
儀
、
斎
王
ほ
か
斎
王
群
行
出
演

者
の
紹
介

【
斎
王
市
】

■
時
間
・
場
所

午
後
３
時
〜
９

時
、
斎
宮
歴
史
博
物
館

■
内
容

町
内
外
の
特
産
品
販
売

ほ
か６

日
55

の
催
し

【
斎
王
群
行
】

■
時
間
・
場
所

午
後
１
時
〜
、

上
園
芝
生
ひ
ろ
ば
〜
斎
宮
歴
史
博

物
館

【
社
頭
（
し
ゃ
と
う
）
の
儀
】

■
時
間
・
場
所

午
後
３
時
〜
、

斎
宮
歴
史
博
物
館

第
28
回
斎
王
ま
つ
り
（
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
６
月
５

日
VV
・
６
日
PP
の
両
日
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
と
上
園
芝
生
ひ
ろ
ば
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
つ
り
で
は
、
斎
王
群
行
や
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
斎
王
市
な
ど
、

各
種
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
６
月
号
で
、
斎
王
群
行
の
主
な
出
演
者
配
役
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
28
回
斎
王
ま
つ
り

６
月
５
日
・
６
日
に
開
催

【
斎
宮
歴
史
博
物
館
や
上
園
芝
生
ひ
ろ
ば
を
会
場
に
】

前回の斎王まつり

【
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
斎
王
市
】

■
時
間
・
場
所

午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
斎
宮
歴
史
博
物
館

※
各
日
の
い
ず
れ
の
催
し
も
、
雨

天
の
場
合
は
中
止
で
す
。
詳
し
く

は
、
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
H
52
・
０
０
５
４
、
\h

ttp
：

/
/
s
a
io
h
.jp

）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

館
横
の
い
つ
き
茶
屋
で
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
に
は
、
町
内
外
の

31
人
が
60
点
を
応
募
。

審
査
の
結
果
、
１
席

「
東
都
（
ひ
が
し
の
み

や
こ
）
賞
」
に
は
、

松
阪
市
・
池
田
　
稔

さ
ん
の
作
品
「
い
い

香
り
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

【多気郡保護司会の研修会】
３月19日

に町中央公

民館で、多

気郡保護司

会の研修会

が行われま

した。

この日の

研修会には、明和町を含む多気郡管内の保護

司の皆さん23人が参加。津保護観察所の職員

を講師に迎え「家族との関わりを考える事例」

などについて研修を行いました。

※保護司の皆さんは、犯罪を犯した人の社会

復帰援助など、わたしたちの地域社会の中で

「更生保護行政」の重要な役割を担っていただ

いています。

まちの話題
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)

研修会（写真は多気郡保護司会提供）

ざ
い
し
ょ
市
と

わ
が
家
の
あ
ら
れ
自
慢
コ
ン
テ
ス
ト

浜
口
さ
ん
の

あ
ら
れ
に
最
優
秀
賞

３
月
20
日
に
イ
オ
ン
明
和
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
恒
例
の

「
第
10
回
明
和
ざ
い
し
ょ
市
」
が

開
催
さ
れ
、
終
日
さ
く
さ
ん
の
人

出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ざ
い
し
ょ
市
は
、
町
の
野
菜
や

海
産
物
、
特
産
品
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
、
町
特
産
品
振
興
連
協
議

会
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
日
は
「
第
８
回
わ

が
家
の
あ
ら
れ
自
慢
コ
ン
テ
ス

ト
」
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
事
前
申
し

込
み
が
あ
っ
た
27
人
が
自
慢
の
手

作
り
あ
ら
れ
を
出
品
。
来
場
者
か

ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
審
査
員
な
ど

が
審
査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が

入
賞
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

■
最
優
秀
賞
＝
浜
口
容
子
（
斎
宮
）

■
優
秀
賞
＝
喜
多
い
さ
み
（
行

部
）、
北
山
ひ
さ
子
（
山
大
淀
）

■
自
慢
賞
＝
山
出
昌
子
（
志
貴
）、

大
西
よ
し
（
斎
宮
）
、
川
合
ア
サ

子
（
斎
宮
）

ざいしょ市（写真は町観光協会提供）
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まちの話題・くらし
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)

明和町農業委員会の新しい委員（任期：平成25年３月30日まで）の皆さんは次のとおりです。農地の所有権移

転や貸し借り・利用などに関することは、それぞれの担当地区農業委員へご相談ください。そのほか、詳しくは

町農業委員会事務局（H52・7149）へお問い合わせください。 （敬称略・順不同）

■会長 南野光輝、■会長職務代理者 瀬田　明

■大淀地区 東区・南区＝田端保正（H55・2177）、北区・中区・西区・しんせい＝山中忠志（H55・2911）、

山大淀・大堀川新田＝西山　勝（H55・3059）

■上御糸地区 坂本＝今西和裕（H52・2861）、中海・大字馬之上＝西場松男（H52・2273）、大字佐田＝西川

和樹（H55・3451）、前野・大字行部＝浅井　保（H55・3365）

■下御糸地区 南藤原・内座・養川＝北出芳和（H55・3322）、北藤原・中村・川尻＝鈴木哲明（H55・2512）、

志貴・田屋＝奥田勝博（H55・2391）、浜田・八木戸・根倉＝須賀　久（H55・2992）

■斎宮地区 岩内・池村＝奥田順市（H52・2525）、上村・大字金剛坂＝北山　忠（H52・5184）、竹川・牛

葉・斎王＝大西利男（H52・2059）、勝見・勝見第二・平尾＝宮本　勳（H52・2874）、中町・北野・東野＝

吉田　讓（H52・1633）

■明星地区 上野・本郷＝西尾善治（H52・0514）、明星・明星新町・妻ケ広＝長岡　理（H52・2590）、新茶

屋・尾野＝松本　章（H52・1180）、蓑村・有爾中・斎宮苑＝瀬田　明（H52・5052）

■選任委員 中村　修（H52・2696）、橋爪小やす（H55・3460）、小林ちづ子（H52・0214）、南野光輝

（H52・7337）、中山晃一（H52・5037）

町
農
業
委
員
会
　
新
委
員
の
皆
さ
ん

３
月
19
日
、
少
年
硬
式
野
球
チ

ー
ム
・
伊
勢
ボ
ー
イ
ズ
ク
ラ
ブ
に

所
属
す
る
筒
井
樹
里
也
さ
ん
（
斎

宮
、
３
月
時
点
＝
明
和
中
学
校
２

年
生
）
が
役
場
を
訪
れ
、
同
チ
ー

ム
の
全
国
大
会
出
場
を
町
長
に
報

告
し
ま
し
た
。

筒
井
さ
ん
が
所
属
す
る
伊
勢
ボ

ー
イ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

県
予
選
優
勝
を
経

て
、
３
月
26
〜
29

日
に
東
京
都
大
田

区
内
な
ど
で
開
催

さ
れ
た
「
第
40
回

日
本
少
年
野
球
全

国
春
季
大
会
・
中

学
生
の
部
」
に
出

場
し
ま
し
た
。

小
さ
い
こ
ろ
か

町長に全国大会出場を報告する筒井さん
（写真左）

少
年
硬
式
野
球
で
全
国
大
会
出
場

伊
勢
ボ
ー
イ
ズ
ク
ラ
ブ
の
筒
井
さ
ん
（
斎
宮
）

ら
、
い
つ
も
お
じ
い
さ
ん
と
一
緒

に
プ
ロ
野
球
の
テ
レ
ビ
中
継
を
観

て
い
た
と
い
う
筒
井
さ
ん
の
将
来

の
夢
は
「
プ
ロ
野
球
選
手
」
。
中

学
校
１
年
生
か
ら
本
格
的
に
硬
式

野
球
を
始
め
、
平
日
は
中
学
校
陸

上
部
で
足
腰
を
鍛
え
る
傍
ら
、
週

末
や
祝
日
に
は
伊
勢
市
内
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
外
野
手
と
し
て
硬
式

野
球
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

町
長
か
ら
「
大
会
で
は
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
を
受
け
る
と
、

筒
井
さ
ん
は
「
積
極
的
な
プ
レ
ー

を
心
が
け
、
ミ
ス
な
ど
で
落
ち
込

ん
で
い
る
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
い
た

ら
励
ま
し
て
あ
げ
た
い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

３
月
20
日
・
21
日
に
静
岡
県
の

新
居
町
で
開
催
さ
れ
た
「
第
19
回

東
海
地
域
小
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
新
人
大
会
」
に
、
旭
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
（
浅
井
　
保
代
表
、
南
野

耕
二
郎
監
督
、
近
田
拓
真
主
将
、

登
録
選
手
14
人
、
団
員
25
人
）
が

出
場
し
、
小
学
生
男
子
の
部
で
優

勝
し
ま
し
た
。

旭
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
平
成

21
年
秋
に
開
催
さ
れ
た
三
重
県
新

人
戦
で
の
上
位
入
賞
を
経
て
、
東

海
地
域
新
人
大
会
で
見
事
初
出

場
・
初
優
勝
を
果
た
し
た
も
の
で

す
。同

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
近
田
主

将
（
捕
手
、
上
御
糸
小
学
校
６
年

生
）
は
「
試
合
で
は
と
て
も
緊
張

し
ま
し
た
が
、
団
員
み
ん
な
が
一

生
懸
命
練
習
し
て
き
た
の
で
、
優

勝
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
次
は
ぜ
ひ
全
国
大
会
に
出
場

旭スポーツ少年団の皆さん（写真は同スポ少提供）

旭
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

東
海
地
域
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
で
優
勝

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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くらし
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 

辻
副
町
長
が
就
任

４

月

１

日
付
け
で
、

明
和
町
副

町
長
に
辻

善
典
さ
ん

（
50
歳
・
四

日
市
市
と

き
わ
、
現
在
は
明
和
町
在
住
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

辻
副
町
長
の
就
任
は
、
３
月
31
日
付
け
で
退
職
し

た
前
任
の
明
石
典
男
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
平
成
22

年
第
１
回
明
和
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
選
任
同
意

さ
れ
た
も
の
で
す
。
辻
副
町
長
は
、
昭
和
58
年
に
三

重
県
庁
入
庁
後
、
職
業
訓
練
課
、
企
業
立
地
課
、
地

域
振
興
総
務
室
、
地
域
づ
く
り
支
援
室
副
室
長
を
歴

任
し
ま
し
た
。

※
町
職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
は
、
本
紙
12
〜
13

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進
と
循

環
型
社
会
の
構
築
を
い
っ
そ
う
充

実
さ
せ
る
行
動
の
一
環
と
し
て
、

明
和
町
を
は
じ
め
、
松
阪
市
・
多

気
町
・
大
台
町
・
玉
城
町
・
大
紀

町
の
各
市
町
の
住
民
・
住
民
団

体
、
事
業
者
、
行
政
が
協
働
で
、

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
と
レ
ジ
袋

削
減
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に

「
も
っ
て
こ
に
！
マ
イ
バ
ッ
グ

（
レ
ジ
袋
有
料
化
）
検
討
会
」
を

設
置
し
、
平
成
20
年
11
月
11
日
以

降
、
管
内
の
13
事
業
者
68
店
舗

（
現
在
12
事
業
者
69
店
舗
）
で

「
レ
ジ
袋
の
有
料
化
」
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

レ
ジ
袋
収
益
金

１
１
５
万
円
の
活
用
方
法

こ
の
ほ
ど
、
も
っ
て
こ
に
！
マ

イ
バ
ッ
グ
（
レ
ジ
袋
有
料
化
）
検

討
会
に
お
い
て
、
レ
ジ
袋
有
料
化

に
伴
い
協
定
締
結
事
業
者
か
ら
集

め

ら

れ

た

「
レ
ジ
袋
収

益
金
の
活
用

方
法
」
に
つ

い
て
話
し
合

い
を
行
っ
た

結
果
、
そ
の
内
容
が
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

※
レ
ジ
袋
収
益
金
＝
各
店
舗
に
お

い
て
、
必
要
と
す
る
人
に
レ
ジ
袋

を
有
料
で
販
売
し
た
場
合
、
レ
ジ

袋
販
売
代
金
か
ら
レ
ジ
袋
原
価
等

を
差
し
引
い
た
金
額
で
す
。
レ
ジ

袋
収
益
金
は
、
平
成
22
年
３
月
１

日
現
在
で
約
１
１
５
万
円
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。

■
活
用
方
法
＝
植
物
を
育
て
る
こ

と
で
子
ど
も
た
ち
に
環
境
・
自
然

の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
小
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
所
に
ア
サ
ガ
オ
や
ヘ
チ
マ
の

種
を
配
布
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

こ
の
夏
に
は
、
レ
ジ
袋
収
益
金

を
活
用
し
て
栽
培
さ
れ
た
花
や
緑

の
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
、
各
所
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
買
い
物

を
す
る
際
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

参
し
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
環
境

係
（
H
52
・
７
１
１
７
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
レ
ジ
袋
収
益
金
の
活
用
方
法
を
決
定
】

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
に
ア
サ
ガ
オ
の
種
な
ど
を
配
布

も
っ
て
こ
に
！
マ
イ
バ
ッ
グ
（
レ
ジ
袋
有
料
化
）
検
討
会

町では「日曜（窓口）開庁」を試行実施しています。日曜（窓口）

開庁では、住民票・戸籍など各種証明書の発行や各種申請書の受付事

務などを行っています。皆さん、ぜひご利用ください。

■５月の日曜（窓口）開庁予定日 ５月２日・９日・16日・23日・

30日（各日曜日）

■開庁時間 午前８時30分から午後５時15分まで。ただし、正午から

午後１時までの間は窓口を閉じさせていただきますので、ご了承くだ

さい。

■取扱事務 窓口事務が中心になります。

※取扱事務の詳細内容については、事前に町ホームページ（\

http://www.town.me iwa .m i e . j p /）をご覧いただくか、政策課

（]52・7112）へお問い合わせください。

５ 月 の 日 曜（ 窓 口 ）開 庁 予 定 日

６
月
１
日
か
ら
「
明
和
町
指
定

ゴ
ミ
袋
」
を
変
更
し
ま
す
。

こ
の
た
び
の
変
更
は
、
現
在
ご

使
用
い
た
だ

い
て
い
る
指

定

ゴ

ミ

袋

を
、C

O
2

（
二
酸
化
炭

素
）
排
出
に

辻 善典 副町長

つ
い
て
、
よ
り
削
減
で
き
る
タ
イ

プ
に
改
善
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
変
更
に
伴
い
、
従
来
・
変

更
後
の
指
定
ゴ
ミ
袋
と
も
に
、
希

望
小
売
価
格
（
税
抜
き
）
を
次
の

と
お
り
改
定
（
値
下
げ
）
し
ま
す
。

■
も
や
せ
る
ゴ
ミ
指
定
袋
（
大
・

45
リ
ッ
ト
ル
用
）
＝
旧
価
格
95
円

→
新
価
格
83
円

■
も
や
せ
る
ゴ
ミ
指
定
袋
（
小
・

15
リ
ッ
ト
ル
用
）
＝
旧
価
格
57
円

→

新
価
格
41
円

■
そ
の
他
プ
ラ
指
定
袋
（
45
リ
ッ

ト
ル
用
）
＝
旧
価
格
95
円→

新
価

格
83
円

※
従
来
の
指
定
ゴ
ミ
袋
も
、
在
庫

分
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
購
入
・
使

用
で
き
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
環
境

係
（
H
52
・
７
１
１
７
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

明
和
町
指
定
ゴ
ミ
袋
の
変
更
と

値
下
げ
の
お
知
ら
せ

【
従
来
の
指
定
ゴ
ミ
袋
も
在
庫
分
は
購
入
・
使
用
で
き
ま
す
】
生活環境課

H52ｰ7117
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料
金
改
定
が
必
要
な
理
由

こ
の
た
び
の
水
道
料
金
改
定
の

主
な
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
本
来
の
「
水
道
事
業
」
は
、
皆

さ
ん
の
水
道
料
金
で
賄
う
独
立
採

算
が
原
則
で
す
が
、
水
道
料
金
収

入
だ
け
で
は
事
業
を
運
営
す
る
こ

と
が
困
難
な
た
め
、
町
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
（
皆
さ
ん
か
ら

の
税
金
）
に
よ
っ
て
、
不
足
分
を

補
っ
て
経
営
を
行
っ
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
般
会

計
の
予
算
運
営
も
厳
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
道
料
金

の
み
で
運
営
す
る
独
立
採
算
へ
、

少
し
で
も
近
づ
け
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
水
道
施
設
は
、
地
震
が
発
生
し

た
場
合
等
も
、
皆
さ
ん
の
生
命
の

維
持
や
生
活
に
必
要
な
水
を
安
定

し
て
供
給
す
る
た
め
、
そ
の
耐
震

化
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
旧
簡
易
水
道
か
ら
引
き
継
い

だ
管
路
等
の
老
朽
化
に
伴
い
、
そ

の
更
新
時
期
を
迎
え
る
な
ど
、
健

全
な
水
道
機
能
を
維
持
す
る
た
め

の
施
設
更
新
事
業
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
や
節

水
型
社
会
へ
の
移
行
な
ど
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
増
加
傾
向
に
あ
っ

た
水
道
使
用
水
量
が
「
頭
打
ち
」

の
状
況
と
な
り
、
今
後
の
水
道
料

金
収
入
の
増
加
が
見
込
め
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
健
全
で

安
定
し
た
財
政
基
盤
を
確
立
し
、

安
全
安
心
な
水
を
将
来
に
わ
た
り

安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
、
こ
の

た
び
の
料
金
改
定
を
行
う
も
の
で

す
。改

定
後
の
水
道
料
金

改
定
後
の
新
し
い
水
道
料
金

は
、
左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

改
定
時
期

改
定
後
の
新
し
い
水
道
料
金

は
、
７
月
検
針
分
（
７
月
20
日
ご

ろ
検
針
）
で
、
８
月
請
求
分
か
ら

適
用
し
ま
す
。
料
金
支
払
い
に
つ

い
て
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
場

合
は
８
月
23
日
口
座
振
替
分
か

ら
、
ま
た
直
接
納
付
の
場
合
は
８

月
17
日
発
送
の
納
付
書
の
分
か
ら

改
定
後
の
新
し
い
料
金
に
な
り
ま

す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
今
回
の
料
金
改
定
で
は
、
下
水

道
の
使
用
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
水
道
料
金
改
定
に
つ
い
て
、
そ

の
ほ
か
詳
し
く
は
、
上
下
水
道
課

上
水
道
係
（
H
52
・
７
１
２
０
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

くらし
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)

水
道
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

８
月
分
（
７
月
検
針
分
）
か
ら
約
５
％
引
き
上
げ

上
下
水
道
課
（
H
52
・
７
１
２
０
）

将
来
に
わ
た
っ
て
「
安
全
・
安
心
な
水
」
を
安
定
し
て
提
供
す
る
た
め
、

平
成
22
年
８
月
分
（
７
月
検
針
分
）
か
ら
明
和
町
の
水
道
料
金
に
つ
い
て
、

改
定
（
約
５
％
の
引
き
上
げ
）
を
行
い
ま
す
。

町
の
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
62
年
度
の
営
業
給
水
開
始
以
来
、

一
度
も
改
定
（
引
き
上
げ
）
せ
ず
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
水
道

水
の
使
用
実
態
の
変
化
を
は
じ
め
、
水
道
施
設
の
耐
震
化
や
老
朽
施
設
の

更
新
な
ど
、
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
に
あ

わ
せ
て
、
水
道
事
業
の
独
立
採
算
化
を
目
指
し
て
、
こ
の
た
び
料
金
改
定

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

水
道
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
町
で
は
今
後
と
も
経
費
節
減
を
図
り
つ
つ
、
よ
り
効
率
的
な
事
業

運
営
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■改定後の新料金表（１カ月あたり、消費税含む） 

　　　　　量水器　　基　　　本　　　料　　　金　　超過料金（１立方メートルあたり） 

　　　　　の口径　使　用　水　量　金　　　　　額　※10立方メートルを超えるもの 

　専　用　　13mm　10立方メートルまで　　　1,102.5円　①11～20立方メートルまで 

　　　　　20mm　10立方メートルまで　　　1,323円　　110.25円 

　　　　　25mm　10立方メートルまで　　　2,982円　②21～50立方メートルまで 

　　　　　30mm　10立方メートルまで　　　6,069円　　143.85円 

　　　　　40mm　10立方メートルまで　　　11,025円　③51立方メートル以上 

　　　　　50mm　10立方メートルまで　　　17,640円　　165.90円 

　　　　　75mm　10立方メートルまで　　　37,485円 

　　　　　100mm　10立方メートルまで　　　51,817.5円 

　臨時用　　　　　　　　　　　　　　専用口径別基本　専用各超過料金の２倍の料金　

　　　　　　　　　　　　　　　　　料金の２倍の金額 

　消　火　　　　　　　　　　　　　　１回５分以内に 

　演習用　　　　　　　　　　　　　　つき1,102.5円 

※消火演習用は、１回30分を超えてはならない。 
 

■料金の計算方法：基本料金＋超過料金＝料金（10円単位未満切り捨て） 

種　別 

 

 

■水道料金の早見表（改定前・後、例） ※単位：水量＝立方メートル、料金等＝円 

①口径13mm 

　　　　水 道 料 金 

　　　改定前　改定後 

　0     1,050     1,100         50   4.76％ 

  10     1,050     1,100         50   4.76％ 

  20     2,100     2,200       100   4.76％ 

  30     3,460     3,640       180   5.20％ 

  40     4,830     5,080       250   5.18％ 

  50     6,190     6,520       330   5.33％ 

  60     7,770     8,170       400   5.15％ 

  70     9,340     9,830       490   5.25％ 

  80   10,920   11,490       570   5.22％ 

  90   12,490   13,150       660   5.28％ 

100   14,070   14,810       740   5.26％ 

水量 引上額　引上率 

 

 

②口径20mm 

　　　　水 道 料 金 

　　　改定前　改定後 

　0     1,260     1,320         60   4.76％ 

  10     1,260     1,320         60   4.76％ 

  20     2,310     2,420       110   4.76％ 

  30     3,670     3,860       190   5.18％ 

  40     5,040     5,300       260   5.16％ 

  50     6,400     6,740       340   5.31％ 

  60     7,980     8,400       420   5.26％ 

  70     9,550   10,050       500   5.24％ 

  80   11,130   11,710       580   5.21％ 

  90   12,700   13,370       670   5.28％ 

100   14,280   15,030       750   5.25％ 

水量 引上額　引上率 
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 
ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 

支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

満
15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る

子
ど
も

※
従
来
の
児
童
手
当
制
度
は
、
小

学
校
修
了
前
の
子
ど
も
が
対
象
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
親
等

に
所
得
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
手
当
は
、
中
学
校
修
了
前

ま
で
支
給
対
象
が
拡
大
し
、
所
得

制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

手
当
の
額

子
ど
も
手
当
の
額
は
「
月
額
１

万
３
千
円
」
で
す
。

支
給
を
受
け
る
た
め
の
申
請

（
認
定
請
求
）
手
続
き
等

子
ど
も
手
当
の
支
給
を
受
け
る

た
め
に
は
、
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
親
等
が
、
町
に
申
請
（
認
定

請
求
）
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た

人
＝
平
成
22
年
３
月
ま
で
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
た
人
は
、
基
本

的
に
、
児
童
手
当
の
支
給
対
象
児

童
に
つ
い
て
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
新
た
に
子
ど

も
手
当
の
対
象
と
な
る
子
ど
も

（
原
則
と
し
て
中
学
校
２
年
生
・

中
学
校
３
年
生
）
を
養
育
し
て
い

る
場
合
に
は
、
申
請
手
続
が
必
要

で
す
。

※
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
か

っ
た
人
＝
所
得
制
限
を
超
え
て
い

て
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
か

っ
た
人
や
、
中
学
校
２
年
生
・
中

学
校
３
年
生
の
子
ど
も
の
み
を
養

育
し
て
い
る
人
な
ど
、
平
成
22
年

３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
な
か
っ
た
人
で
、
子
ど
も
手
当

の
支
給
の
対
象
と
な
る
中
学
修
了

前
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い

る
人
が
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
を

受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
手
続
き

が
必
要
で
す
。

申
請
（
認
定
請
求
）
手
続
き

の
時
期
等

平
成
22
年
４
月
下
旬
に
、
子
ど

も
手
当
支
給
対
象
者
の
人
へ
、
申

請
（
認
定
請
求
）
手
続
き
に
つ
い

て
通
知
し
ま
す
。
そ
の
内
容
に
基

づ
き
、
対
象
者
の
人
は
速
や
か
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
度
に
限
り
、
平
成
22

年
９
月
30
日
ま
で
の
申
請
で
、
平

成
22
年
４
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手

当
が
受
給
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

平
成
22
年
４
月
以
降
の
出
生
・
転

入
等
を
除
き
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
公
務
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務

先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。
手

続
き
は
、
各
勤
務
先
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

支

給

月

子
ど
も
手
当
の
支
給
月
は
６

月
、
10
月
、
２
月
で
す
。
各
月
に

前
月
分
ま
で
の
手
当
を
支
給
し
ま

す
。

※
平
成
22
年
６
月
は
、
４
月
分
と

５
月
分
の
２
カ
月
分
の
支
給
と
な

り
ま
す
。
10
月
以
降
は
４
カ
月
分

の
支
給
と
な
り
ま
す
。

４月１日に「明和ゆたか保育園」が開園
平成22年４月１日に、津市の児

童福祉法人豊津児童福祉会が運営す

る私立の認可保育所「明和ゆたか保

育園」が開園しました。同保育園は、

明和町では初の民間保育所となり、

町立のなりひら保育所・みどり保育

所・ささふえ保育所と合わせて、町

内の保育所は合計４園となりまし

た。

「認可保育所」は児童福祉法に基づく児童福祉施設で、国が定めた設置基準（施設の広

さ、保育士等の職員数、給食設備、防災管理、衛生管理等）を満たし都道府県知事に認

可された施設で、入所申し込み等は、ほかの町立保育所と同じく明和町福祉子育て課に

なります。また、保育料等も町立保育所と同じ基準で算定します。

【明和ゆたか保育園の概要】
■森本信也園長　■定員：60人　■敷地面積：2,042㎡　■建物の延べ床面積：721.88

㎡　■所在等：明和町大字斎宮3535－1（H53・2020、I53・2019）

くらし
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)

子
ど
も
手
当
手
続
き
な
ど
の
お
知
ら
せ

福
祉
子
育
て
課
（
H
52
・
７
１
１
５
）

「
平
成
22
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
の
４

月
１
日
施
行
に
伴
い
、
平
成
21
年
度
ま
で
支
給
さ
れ
て
い
た
従
来
の
児
童

手
当
に
代
わ
り
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
を
開
始
し
ま
す
。

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
、
社
会
全
体
で
応
援
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
、
支
給
対
象
と
な
る

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
親
等
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。
子
ど
も
手
当
の

手
続
き
な
ど
、
制
度
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ

の

他

子
ど
も
手
当
制
度
の
開
始
に
伴

い
、
平
成
22
年
４
月
以
降
は
原
則

と
し
て
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
児
童
手
当
受
給

資
格
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

６
月
支
給
分
に
限
り
、
子
ど
も
手

当
と
は
別
に
平
成
21
年
度
分
児
童

手
当
（
平
成
22
年
２
月
分
と
３
月

分
）
を
支
給
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
福
祉
子
育
て
課
（
H
52
・
７

１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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町では、町民の皆さんと町長の直接対話や情報交換を通して、その声

を積極的に町政に取り入れていくため、毎月１回、町民の皆さんを対象

に「町長日曜座談会」を実施しています。５月と６月の日程等は次のと

おりです。皆さん、お気軽にお申し込みください。

■５月の町長日曜座談会 ５月16日(日) 午前９時～正午のうち、個人

またはグループ・団体あたり１時間程度　※申込期限＝５月10日(月)

■６月の町長日曜座談会 ６月20日(日) 午前９時～正午のうち、個人

またはグループ・団体あたり１時間程度　※申込期限＝６月14日(月)

■各回共通事項　①場所＝町役場庁舎１階　町長室、②対象＝町内に在

住する人、または町内に在住・在勤する人で構成する各種団体・グルー

プなど、③申し込み＝所定の申込書に必要事項（希望テーマなど）を記

入のうえ、総務課へ提出してください。（土曜日・祝日を除く。午前８

時30分～午後５時15分）

※申込者多数の場合は、先着順とさせていただきます。７月以降の日程

は、毎月の町広報紙等でお知らせします。そのほか、詳しくは総務課

（]52・7111）へお問い合わせください。

町長日曜座談会 ５月16日・６月20日（要事前申し込み）

行
政
相
談
と
は
、
国
・
県
・
町

や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
な
ど

の
仕
事
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き

し
、
そ
の
解
決
の
推
進
を
図
る
制

度
で
す
。

町
で
は
、
次
の
と
お
り
行
政
相

談
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
（
例
月
）

５
月
７

日
:

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
＝

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
例
月
の
行
政
相
談
は
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
「
心
配
ご
と
相
談
」

と
合
同
で
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
心
配
ご
と
相
談
の
日
程
に
つ

い
て
は
、
本
紙
18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

亀田委員辻 委 員

【
ご
利
用
く
だ
さ
い

行
政
相
談
】

５
月
17
・
19
・
21
日
に

巡
回
行
政
相
談

く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く

は
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
H
52
・

７
０
５
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
巡
回
行
政
相
談

５
月
17
日

6
＝
大
淀
会
館
（
大
淀
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）
、
５
月

19
日
8
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
（
上
御

糸
地
区
同
）
、
５
月
21
日
:
＝
み

い
と
会
館
（
下
御
糸
地
区
同
）
、

時
間
は
、
各
日
と
も
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分

■
行
政
相
談
委
員

亀
田
律
子
さ

ん
（
前
野
、
H
55
・
２
８
５
６
）、

辻
　
隆
志
さ
ん
（
山
大
淀
、
H
自

宅
＝
55
・
２
２
４
４
・
辻
事
務

所
＝
０
５
９
８
・
28
・
３
８
３

３
）

◇
　
　
　
　
　
◇

※
相
談
は
無
料
で
、
相
談
者
の
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
総
務
課
（
H
52
・
７
１
１
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少

な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
住
宅
用

の
太
陽
光
発
電
設
備
を
、
新
た
に

設
置
す
る
際
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
設
備
と
補
助
額

未

使
用
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

【
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
推
進
】

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
の
お
知
ら
せ

テ
ム
で
、
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の

も
の
。
１
件
あ
た
り
５
万
円

■
応
募
資
格

本
年
度
、
新
た
に

対
象
設
備
を
設
置
す
る
人
で
、
次

の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人①
自
ら
が
居
住
す
る
町
内
の
住
宅

（
新
築
を
含
む
）
に
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人

②
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
た

新
築
住
宅
（
建
て
売
り
）
を
購
入

す
る
人

■
申
請
期
間

４
月
１
日
9
〜
12

月
28
日
7
（
土
曜
日
・
祝
日
を
除

く
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
に
、
所
定
の
交
付
申
請
書
を
政

策
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
件
数

50
件

◇
　
　
　
　
　
◇

※
補
助
要
綱
、
申
請
書
様
式
に
つ

い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.t
o
w
n
.

m
e
iw
a
.m
ie
.jp
/

）
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
詳

し
く
は
、
政
策
課
（
H
52
・
７
１

１

２

、
N

s
e
i
s
a
k
u
@

t
o
w
n
.m
i
e
-
m
e
i
w
a
.

l
g
.j
p

）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
町
補
助
の
ほ
か
、
国
に
お
い
て

も
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

に
対
す
る
補
助
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
国
補
助
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
「
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン

タ
ー
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\

h
ttp
:/
/
w
w
w
.j-p

e
c
.o
r
.

j
p

）、
ま
た
は
三
重
県
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
H

０
５
９
・
２
５
３
・
４
１
９
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

くらし
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
明
和

消
防
署
で
４
月
11
日
、
明
和
町
消

防
団
の
新
入
団
員
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
の
新
入
団
員
は
38
人
。
辞

令
交
付
式
に
続
い
て
、
消
防
署
長

か
ら
火
災
の
基
礎
知
識
な
ど
に
関

す
る
説
明
を
受
け
た
後
、
屋
外
で

消
防
団
幹
部
の
指
導
の
下
、
礼
式

訓
練
や
消
防
ホ
ー
ス
な
ど
の
器
具

の
取
り
扱
い
な
ど
を
訓
練
し
ま
し

た
。現

在
、
町
消
防
団
の
総
員
は
２

１
２
人
。
地
域
の
安
全
と
安
心
を

守
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
会

の
お
知
ら
せ

家
族
や
同
僚
な
ど
が
倒
れ
た

時
、
あ
な
た
に
で
き
る
応
急
手
当

の
講
習
会
（
普
通
救
命
講
習
）
を
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

５
月
30
日
5

午
前
９

時
〜
正
午
　
　
　

■
場
所

松
阪
市
消
防
・
防
災
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
松
阪
市
宮
町
１
６

４
番
地
１
）

■
内
容

①
応
急
手
当
の
重
要

こ
の
ほ
ど
、
明
和
町
消
防
団
副

団
長
の
辻
　
良
久
さ
ん
が
「
三
重

県
知
事
表
彰
・
消
防
功
績
章
」
を
、

第
４
分
団
分
団
長
の
田
中
　
剛
さ

ん
（
受
章
時
点
、
３
月
31
日
退
団
）

が
「
三
重
県
知
事
表
彰
・
消
防
精

勤
章
」
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
し
ま
し

た
。
ま
た
、
第
１
分
団
分
団
長
の

町民の皆さんの生命と財産を守る

町消防団の新体制が決まりました
町民の皆さんの生

命・財産を守る明和

町消防団平成22年度

の幹部に、次の皆さ

んが決まりました。

皆さん、本年度もよ

ろしくお願いしま

す。
（敬称略）

■団長＝藪谷一雄　■副団長＝中川吉弘・辻　良久・中瀬雅文

■第１分団（明星）分団長＝朝倉正浩・副分団長＝中瀬基司　■第２

分団（斎宮）分団長＝西村　弘・副分団長＝長谷川央　■第３分団

（大淀）分団長＝杉木孝久・副分団長＝浅井章史　■第４分団（上御

糸）分団長＝西井　崇・副分団長＝中井清央　■第５分団（下御糸）

分団長＝村井幸雄・副分団長＝小竹行哉

性
、
②
救
命
に
必
要
な
応
急
手

当
＝
心
肺
蘇
生
法
（
成
人
に
対
す

る
方
法
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法

■
募
集
人
員

30
人
　
　

■
募
集
期
間

５
月
10
日
6
〜
24

日
6

※
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締

め
切
り
ま
す
。

■
受
講
料

無
料

■
申
込
方
法

消
防
本
部
ま
た
は

最
寄
り
の
消
防
署
・
分
署
で
、
受

講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

町
消
防
団
幹
部
の
皆
さ
ん
（
写
真
は

町
消
防
団
提
供
）

新
入
団
員
訓
練
の
様
子
（
写
真
は
町
消

防
団
提
供
）

【
消
防
功
績
・
精
勤
章
な
ど
】

辻
さ
ん
と
田
中
さ
ん
に

三
重
県
知
事
表
彰

中
瀬
さ
ん
に

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

中
瀬
雅
文
さ
ん
（
受
章
時
点
、
現

在
は
副
団
長
）
は
「
日
本
消
防
協

会
長
表
彰
・
精
績
章
」
を
受
章
し

ま
し
た
。

３
人
は
、
３
月
14
日
に
津
市
で

開
催
さ
れ
た
「
第
61
回
三
重
県
消

防
大
会
」
で
受
章
ま
た
は
受
章
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
の
訓
練
を
は

じ
め
、
火
災
や
防
災
な
ど
消
防
団

活
動
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
び
は
、
受
章
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ほ
か
、
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\h

ttp
:

/
/
w
w
w
.
m
i
e
-
m
a

t
s
u
s
a
k
a
1
1
9
.j
p
/

）

か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　

※
受
講
修
了
者
に
は
、
普
通
救
命

講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消
防
組

合
　
松
阪
南
消
防
署
救
急
係
（
H

０
５
９
８
・
21
・
６
０
１
４
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

礼
式
訓
練
や
器
具
の
取
り
扱
い
な
ど

町
消
防
団
の
新
入
団
員
訓
練

各
受
章
者
の
皆
さ
ん
（
写
真
は
町
消
防

団
提
供
）

くらし
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)

町消防団
受 章 者
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くらし
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)

人権センター＝H・I55-3052

教育課＝H52-7123、I52-7133

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
楽
し
い

手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

海
女
さ
ん
ま
ん
じ
ゅ
う
を

作
ろ
う
！

海
女
の
皆
さ
ん
は
、
長
時
間
の

素
潜
り
漁
の
後
、
持
ち
寄
っ
た
お

菓
子
を
食
べ
な
が
ら
海
女
小
屋
で

暖
を
と
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
よ

く
食
べ
ら
れ
る
上
新
粉
で
作
る
お

ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
り
ま
す
。

■
日
時

５
月
27
日
9

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

町
内
に
在
住
す
る
20

歳
以
上
の
人

■
定
員

20
人
（
先
着
順
）

■
講
師

西
村
敬
子
さ
ん
、
土
屋

眞
留
美
さ
ん

■
参
加
費

３
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん

■
申
し
込
み

５
月
18
日
7
〜
21

日
:
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
人
権
セ

ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。初

夏
の
寄
せ
植
え
を

作
ろ
う
！

初
夏
か
ら
夏
に
か
け
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
「
鉢
植
え
」
を
作

り
ま
す
。

■
日
時

６
月
７
日
6

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

ひとまち
ふれあい企画

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
募
集

【
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

人権センター

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

町
内
に
在
住
す
る
20

歳
以
上
の
人

■
定
員

20
人
（
先
着
順
）

■
講
師

天
野
ち
あ
き
さ
ん

■
参
加
費

１
５
０
０
円

■
持
ち
物

園
芸
用
ス
コ
ッ
プ
、

ゴ
ム
手
袋
、
45
リ
ッ
ト
ル
の
ゴ
ミ

袋
、
新
聞
紙
、
万
能
バ
サ
ミ
、
エ

プ
ロ
ン

■
申
し
込
み

５
月
12
日
8
〜
14

日
:
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
人
権
セ

ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
申
し
込
み
は
、
１
人
の
申
し
込

み
に
つ
き
１
人
分
の
参
加
を
受
け

付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
人
権
セ

ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
の

参
加
者
を
募
集

【
越
前
竹
人
形
の
里
ほ
か
】

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ふ
れ
あ

い
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

第
１
回
＝
５
月
20
日

9
、
第
２
回
＝
５
月
28
日
:

時

間
は
、
各
回
と
も
午
前
６
時
30
分

出
発
〜
午
後
８
時
帰
着
予
定

■
行
き
先
・
内
容

越
前
竹
人
形

の
里
（
竹
人
形
制
作
体
験
）
、
永

平
寺
（
雲
水
の
案
内
に
よ
る
諸
堂

見
学
、
法
話
師
に
よ
る
法
話
）
ほ

か■
対
象
者

町
内
に
在
住
す
る
20

歳
以
上
の
人

■
定
員

各
回
と
も
40
人
（
先
着

順
）

■
参
加
費

４
８
０
０
円
（
昼
食
、

体
験
・
拝
観
料
を
含
む
）

■
申
し
込
み

５
月
11
日
7
〜
14

日
:
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
人
権
セ

ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
申
し
込
み
は
、
１
人
の
申
し
込

越前竹人形制作体験の作品例

み
に
つ
き
２
人
分
の
参
加
を
受
け

付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
人
権
セ

ン
タ
ー
（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６月１日に 特設人権相談所を開設
全国人権擁護委員連合会では、６月１日を

「人権擁護委員の日」と定め、この日を中心に

人権擁護委員制度の周知に努めるとともに、

人権尊重精神の普及高揚を呼びかけています。

町では、この人権擁護委員の日にちなんで

「特設人権相談所」を次のとおり開設します。

人権に関するお悩みごとがある人は、どう

ぞお気軽にご相談ください。相談は無料で、

秘密は厳守されます。

■日時 ６月１日(火) 午前９時30分～午後

４時

■場所 人権センター

■相談員 明和町人権擁護委員

※詳しくは、人権センター（H55・3052）へ

お問い合わせください。

ン
タ
ー
（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

男
女
が
い
き
い
き
と

働
い
て
い
る
企
業
募
集

三
重
県
で
は
「
男
女
が
い
き
い

き
と
働
い
て
い
る
企
業
」
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
内
容

女
性
の
能
力
活
用
や
仕

事
と
家
庭
の
両
立
支
援
、
次
世
代

育
成
支
援
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
む
企
業
（
法
人
）
を
認
証
し
、

そ
の
認
証
企
業
（
法
人
）
の
中
か

ら
、
さ
ら
に
知
事
表
彰
企
業
（
法

人
）
を
選
考
す
る
も
の
で
、
応
募

方
法
な
ど
の
詳
細
は
三
重
県
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\h

ttp://w
w
w
.

o
s
h
ig
o
to
.p
r
e
f.m

ie
.jp

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
対
象

県
内
に
本
店
ま
た

は
主
た
る
事
務
所
が
あ
り
、
県
内

に
お
い
て
事
業
活
動
を
行
う
常
時

雇
用
労
働
者
を
有
す
る
法
人
（
国

K
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【地上デジタル放送受信支援（簡易チューナー無償給付）のお知らせ】
総務省では、経済的理由等によって「地上アナログ放送から地上デジタル放送への移行」が困難な世帯を対象に、平

成21年度以降継続的に支援を行っています。平成22年度の支援内容は、次のとおりです。

■支援対象 次のいずれかに該当し、かつ「NHK受信料が全額免除」の世帯

①生活保護などの公的扶助を受けている世帯、②障がい者がいる世帯で、かつ世帯全員が市町村民税非課税の措置を

受けている世帯、③社会福祉事業施設に入居し、自らテレビを持ち込んでいる世帯

■支援内容 地上デジタル放送を受信するための「簡易なチューナー」の無償給付と訪問設置。必要に応じてアンテナ

改修等支援。共同受信施設やケーブルテレビ利用の場合は、その改修経費（支援世帯負担額）給付

■申込受付期間 ４月19日(月)～７月２日(金)

■申込方法 支援申込書・日本放送協会（NHK）受信料全額免除証明書を同封して申し込み

※NHK受信料全額免除世帯に対して、NHKから支援申込書一式と受信料全額免除証明書が送付されます。なお、支援申

込書に限り、明和町役場福祉子育て課にも備えています。

※支援申し込みは、ＮＨＫと受信契約を結び全額免除の適用を受けることが必要です。また、支援はチューナーの現物

給付ですので、ご自身で別途購入したチューナーやアンテナ等の費用を清算等することはできません。

■問い合わせ先 ①支援制度について＝総務省地デジチューナー支援実施センター（H0570・033840またはH044・

969・5425、平日は午前９時～午後９時、土・日曜日と祝日は午前９時～午後６時、\http://www.chidejishien.jp）、

②NHK放送受信契約等について＝NHK視聴者コールセンター（H0570・000588またはH044・871・8441、平日は

午前９時～午後９時、土・日曜日と祝日は午前９時～午後６時、\http://www.nhk.or.jp/jushinryo/）

６
月
６
日
に

歯
の
健
康
ま
つ
り
２
０
１
０

松
阪
市
・
松
阪
地
区
歯
科
医
師

会
な
ど
で
は
「
歯
の
健
康
ま
つ
り

２
０
１
０
」
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

■
日
時

６
月
６
日
5

午
後
０

時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所

松
阪
市
　
子
ど
も
支
援

研
究
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か

■
内
容

①
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
と
表
彰
、
②
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
示
と
表

彰
、
③
歯
っ
ぴ
い
ラ
イ
フ
コ
ン
ク

ー
ル
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
、

ご
自
身
の
歯
を
20
本
以
上
お
持
ち

の
70
歳
以
上
の
人
、
先
着
50
人
）

表
彰
、
④
専
門
医
に
よ
る
口
腔
が

ん
健
診
と
相
談
（
事
前
申
し
込
み

が
必
要
、
先
着
30
人
）
、
⑤
む
し

歯
・
歯
周
病
等
の
健
診
と
相
談
、

⑥
試
食
・
栄
養
相
談
、
⑦
歯
み
が

き
指
導
、
⑧
歯
科
衛
生
士
学
校
学

生
の
紙
芝
居
、
⑨
血
管
年
齢
測
定
、

⑩
手
洗
い
指
導
、
⑪
抽
選
会
ほ
か

※
コ
ン
ク
ー
ル
事
前
申
し
込
み
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
松
阪
市
歯
科

セ
ン
タ
ー
（
H
０
５
９
８
・
26
・

４
７
９
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

と
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
営

利
・
非
営
利
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
応
募
方
法

企
業
（
法
人
）
か

ら
の
直
接
応
募
。
応
募
用
紙
等
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
郵
送
ま

た
は
直
接
提
出

■
募
集
期
間

４
月
１
日
9
〜
６

月
29
日
7
必
着

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
生
活
・
文

化
部
勤
労
・
雇
用
支
援
室
（
H
０

５
９
・
２
２
４
・
２
４
５
４
、
N

k
in
k
o
@
p
re
f.m
ie
.jp

）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

K

男
女
共
同
参
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
募
集

国
立
女
性
教
育
会
館
で
は
「
男

女
共
同
参
画
の
た
め
の
研
究
と
実

践
の
交
流
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
次
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
期
日

８
月
27
日
:
〜
29
日
5

■
場
所

国
立
女
性
教
育
会
館

（
埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
）

■
応
募
要
件

男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
を
目
指
し
た
研
究
、
教

育
、
学
習
、
実
践
活
動
を
行
っ
て

い
る
個
人
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の
取
り

組
み
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
、
安
全
・
安
心
と
男
女
共
同

参
画
等

■
申
込
締
め
切
り

５
月
24
日
6

必
着

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
独
立

行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
事

業
課
「
N
W
E
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

担
当
（
H
０
４
９
３
・
62
・
６
７

２
４
、
\h

ttp
:/
/
w
w
w
.

n
w
e
c
.jp
/

）
、
Np

r
o
g
d
iv

@
n
w
e
c
.j
p

）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

くらし・お知らせ
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)

み
え
看
護
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

【
県
看
護
協
会
】

2
三
重
県
看
護
協
会
な
ど
で
は

「
看
護
も
エ
コ
の
時
代
〜
手
作
り

看
護
の
技
教
え
ま
す
♪
〜
」
を
テ

ー
マ
に
、
み
え
看
護
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
０
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
多
数
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

■
日
時

５
月
15
日
;

午
後
１

時
〜
４
時

■
場
所

津
市
一
身
田
上
津
部
田

１
２
３
４
　
三
重
県
文
化
会
館
２

階
第
１
・
第
２
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
か

■
内
容

①
看
護
の
仕
事
紹
介
と

体
験
、
②
看
護
部
活
動
紹
介
、
③

看
護
学
校
へ
の
進
路
相
談
と
就
職

相
談
、
④
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
タ
イ

ム※
詳
し
く
は
、
三
重
県
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
（
H
０
５
９
・
２
２
２
・

０
４
６
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 
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※
平
成
22
年
４
月
１
日
付
け
、
カ

ッ
コ
内
は
前
任
の
職
名

【
本

庁

等
】

■
課
長

収
税
対
策
室
長
＝
乾

恵
子
（
福
祉
子
育
て
課
子
育
て
係

長
）
、
長
寿
健
康
課
長
＝
田
端

学
（
収
税
対
策
室
長
）
、
産
業
課

長
＝
中
谷
英
樹
（
長
寿
健
康
課

長
）
、
斎
宮
跡
課
長
＝
西
口
和
良

（
総
務
課
総
務
係
総
務
担
当
係
長
）

■
係
長

総
務
課
総
務
係
総
務
担

当
係
長
＝
松
井
友
吾
（
同
係
）
、

政
策
課
政
策
係
都
市
計
画
・
行
革

部
門
担
当
係
長
＝
世
古
口
和
也

（
建
設
課
開
発
住
宅
係
長
）、
生
活

環
境
課
環
境
係
長
＝
中
村
和
也

（
同
係
）、
福
祉
子
育
て
課
子
育
て

係
長
＝
下
村
由
美
子
（
長
寿
健
康

課
保
険
年
金
係
長
）
、
長
寿
健
康

課
保
険
年
金
係
長
＝
中
瀬
行
久

（
生
活
環
境
課
環
境
係
長
）、
産
業

課
基
盤
整
備
係
長
＝
堀
　
真
（
上

下
水
道
課
下
水
道
係
工
務
担
当
係

長
）
、
建
設
課
開
発
住
宅
係
長
＝

山
口
隆
弘
（
上
下
水
道
課
上
水
道

係
業
務
担
当
係
長
）
、
上
下
水
道

課
上
水
道
係
業
務
担
当
係
長
＝
菅

野
　
亮
（
政
策
課
政
策
係
都
市
計

画
・
行
革
部
門
担
当
係
長
）
、
同

係
工
務
担
当
係
長
＝
三
上
光
典

（
産
業
課
基
盤
整
備
係
長
）、
同
課

下
水
道
係
工
務
担
当
係
長
＝
坂
口

昇
（
同
課
上
水
道
係
工
務
担
当
）、

松
阪
飯
多
農
業
共
済
事
務
組
合
総

務
課
庶
務
・
広
報
係
長
＝
西
村

健
（
産
業
課
企
業
誘
致
商
工
観
光

係
商
工
観
光
担
当
係
長
）

■
係

総
務
課
総
務
係
総
務
担

当
＝
西
川
佳
江
（
長
寿
健
康
課
高

齢
者
福
祉
係
介
護
担
当
）
、
同
課

財
政
係
＝
山
本
歩
美
（
新
規
採

用
）
、
税
務
課
住
民
税
係
＝
青
木

大
輔
（
収
税
対
策
室
収
税
対
策
係

収
納
管
理
担
当
）
、
同
係
＝
大
西

由
晃
（
新
規
採
用
）
、
収
税
対
策

室
収
税
対
策
係
収
納
管
理
担
当
＝

中
瀬
裕
子
（
税
務
課
住
民
税
係
）、

生
活
環
境
課
戸
籍
住
民
係
＝
早
川

佳
央
里
（
同
課
環
境
係
）
、
同
係

兼
環
境
係
＝
塚
田
ゆ
き
え
（
同
課

戸
籍
住
民
係
）
、
同
課
環
境
係
＝

豊
田
真
一
（
松
阪
飯
多
農
業
共
済

事
務
組
合
事
業
第
２
課
広
報
兼
普

及
推
進
係
）
、
福
祉
子
育
て
課
福

祉
係
＝
中
瀬
弘
雅
（
教
育
課
学
校

教
育
係
）
、
福
祉
子
育
て
課
子
育

て
係
＝
内
田
充
子
（
長
寿
健
康
課

保
険
年
金
係
）
、
同
係
＝
竹
内
泰

代
（
新
規
採
用
）
、
長
寿
健
康
課

高
齢
者
福
祉
係
介
護
担
当
＝
稲
浦

満
（
税
務
課
住
民
税
係
）
、
同
係

支
援
担
当
＝
中
村
幸
司
（
新
規
採

用
）
、
同
課
健
康
推
進
係
＝
西
村

恵
美
（
福
祉
子
育
て
課
子
育
て

係
）
、
産
業
課
企
業
誘
致
商
工
観

光
係
＝
中
西
　
渉
（
総
務
課
財
政

係
）
、
建
設
課
開
発
住
宅
係
＝
椿

ゆ
か
り
（
会
計
課
会
計
係
）
、
斎

宮
跡
課
文
化
財
係
＝
乾
　
哲
也

（
新
規
採
用
）、
会
計
課
会
計
係
＝

家
城
美
幸
（
総
務
課
総
務
係
文
書

秘
書
担
当
）
、
教
育
課
学
校
教
育

係
＝
森
田
景
子
（
建
設
課
開
発
住

宅
係
）

【
保

育

所
】

■
園
長

な
り
ひ
ら
保
育
所
園

長
＝
白
前
伸
佳
（
同
保
育
所
保
育

士
）

■
保
育
士

な
り
ひ
ら
保
育
所
＝

西
出
貴
音
（
さ
さ
ふ
え
保
育
所
）、

同
保
育
所
＝
中
西
ゆ
う
子
（
さ
さ

ふ
え
保
育
所
）
、
同
保
育
所
＝
篠

木
英
里
（
新
規
採
用
）
、
さ
さ
ふ

え
保
育
所
＝
西
口
利
江
（
斎
宮
幼

稚
園
）
、
同
保
育
所
＝
三
野
由
香

里
（
新
規
採
用
）
、
み
ど
り
保
育

所
＝
牧
野
満
利
（
な
り
ひ
ら
保
育

所
）
、
同
保
育
所
＝
喜
多
杏
帆

（
新
規
採
用
）

【
幼
稚
園
・
学
校
】

■
園
長

双
葉
幼
稚
園
園
長
＝
高

森
富
美
子
（
み
ど
り
保
育
所
保
育

士
）
、
旭
ヶ
丘
幼
稚
園
園
長
＝
河

野
裕
貴
子
（
同
幼
稚
園
教
諭
）
、

暁
幼
稚
園
園
長
＝
里
中
久
美
子

（
曙
幼
稚
園
教
諭
）

■
教
諭

双
葉
幼
稚
園
＝
坂
中
由

K

町
職
員
の
人
事
異
動

津
地
方
気
象
台
で
は
、
平
成
22

年
５
月
27
日
（
予
定
）
か
ら
、
県

民
の
皆
さ
ん
を
自
然
災
害
か
ら
守

る
た
め
の
支
援
強
化
を
目
的
と
し

て
、
大
雨
や
強
風
な
ど
の
気
象
に

関
す
る
警
報
・
注
意
報
を
発
表
す

る
三
重
県
内
の
地
域
区
分
を
、
従

来
の
「
伊
賀
や
中
部
な
ど
県
内
５

細
分
地
域
」
か
ら
「
29
市
町
」
に

変
更
し
ま
す
。

例
え
ば
明
和
町
の
場
合
、
こ
れ

ま
で
は
「
中
部
に
大
雨
警
報
」
な

ど
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
が
、
５

月
27
日
以
降
は
「
明
和
町
に
大
雨

警
報
」
と
、
市
町
名
を
特
定
し
て

き
め
細
か
く
発
表
し
ま
す
。

市
町
を
対
象
と
し
て
発
表
す
る

警
報
・
注
意
報
は
、
津
地
方
気
象

台
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\h

ttp
:

/
/
w
w
w
.jm
a
-n
e
t.g
o
.jp
/

ts
u

）
な
ど
で
確
認
で
き
ま
す
。

な
お
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送

な
ど
で
は
、
画
面
に
表
示
で
き
る

文
字
数
や
読
み
上
げ
可
能
な
文
章

の
範
囲
内
で
伝
え
る
必
要
が
あ
る

た
め
「
市
町
を
ま
と
め
た
地
域
の

名
称
」
で
放
送
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
津
地
方
気
象
台

（
H
０
５
９
・
２
２
８
・
６
８
１

８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３月中の
主な増減

総人口：23,260人 出生： 17人

男：11,227人 死亡： 16人

女：12,033人 転入：111人

世帯数：7,937世帯 転出：120人

４月の人口

人のうごき

５
月
27
日
以
降

地
域
か
ら
市
町
ご
と
に

【
津
地
方
気
象
台
】

気
象
警
報
・
注
意
報
発
表
の
地
域
区
分
を
変
更

←

５
月
27
日
以
降
の
発
表
地
域
区
分

従来の発表地域区分

明
和
町

中
部

伊
賀

松
阪
市

津
市

伊
賀
市

名
張
市

多
気
町

くらし・お知らせ
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 

佳
（
な
り
ひ
ら
保
育
所
）
、
旭
ヶ

丘
幼
稚
園
＝
山
口
真
理
子
（
暁
幼

稚
園
）
、
同
幼
稚
園
＝
町
下
香
織

（
み
ど
り
保
育
所
）
、
斎
宮
幼
稚

園
＝
長
谷
川
晃
美
（
み
ど
り
保
育

所
）
、
同
幼
稚
園
＝
福
山
静
香

（
新
規
採
用
）、
曙
幼
稚
園
＝
浅
沼

千
幸
（
新
規
採
用
）

■
調
理
員

旭
ヶ
丘
幼
稚
園
＝
今

西
由
美
子
（
斎
宮
小
学
校
）
、
斎

宮
幼
稚
園
＝
北
村
ゆ
か
り
（
新
規

採
用
）
、
暁
幼
稚
園
＝
金
谷
文
代

（
修
正
小
学
校
）、
大
淀
小
学
校
＝

田
端
く
に
代
（
下
御
糸
小
学
校
）、

下
御
糸
小
学
校
＝
大
山
幸
代
（
新

規
採
用
）
、
斎
宮
小
学
校
＝
關
有

紀
子
（
明
星
小
学
校
）
、
明
星
小

学
校
＝
浜
口
喜
代
美
（
大
淀
小
学

校
）
、
同
小
学
校
＝
冨
山
久
美

（
新
規
採
用
）、
修
正
小
学
校
＝
山

路
さ
つ
子
（
明
星
小
学
校
）

■
校
務
員

斎
宮
小
学
校
＝
間
宮

順
子
（
大
淀
小
学
校
）
、
明
星
小

学
校
＝
潮
田
千
奈
水
（
斎
宮
小
学

校
）
、
明
和
中
学
校
＝
太
田
千
尋

（
明
星
小
学
校
）

◇
　
　
　
　
　
◇

※
平
成
22
年
２
月
１
日
付
け
、
カ

ッ
コ
内
は
前
任
の
職
名

【
保
育
所
・
学
校
】

■
調
理
師
　
み
ど
り
保
育
所
＝
南

山
英
子
（
明
和
中
学
校
）

■
調
理
員

斎
宮
小
学
校
＝
中
西

み
さ
（
明
和
中
学
校
）
、
明
星
小

学
校
＝
關
有
紀
子
（
明
和
中
学
校
）

◇
　
　
　
　
　
◇

【
退

職

者
】

※
平
成
22
年
３
月
31
日
付
け
、
カ

ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名
、
敬
称

略
・
順
不
同

奥
山
幸
洋
（
斎
宮

跡
課
長
）
、
浜
口
行
生
（
産
業
課

長
）
、
森
田
幸
伸
（
斎
宮
跡
課
文

化
財
係
）
、
石
井
悦
子
（
旭
ヶ
丘

幼
稚
園
園
長
）
、
田
端
厚
子
（
な

り
ひ
ら
保
育
所
園
長
）
、
鈴
木
久

美
子
（
双
葉
幼
稚
園
園
長
）
、
中

川
厚
子
（
暁
幼
稚
園
園
長
）
、
沼

津
梅
子
（
斎
宮
幼
稚
園
教
諭
）
、

山
中
彩
那
（
旭
ヶ
丘
幼
稚
園
教

諭
）
、
田
辺
恵
子
（
斎
宮
幼
稚
園

調
理
員
）
、
奥
山
恵
子
（
旭
ヶ
丘

幼
稚
園
調
理
員
）
、
辻
志
づ
子

（
暁
幼
稚
園
調
理
員
）、
瀬
戸
あ
き

子
（
明
和
中
学
校
校
務
員
）

【写真前列左から】総務課・山本歩美、税務課・

大西由晃、福祉子育て課・竹内泰代

【写真後列左から】長寿健康課・中村幸司、斎

宮跡課・乾　哲也

【写真前列左から】なりひら保育所・篠木英里、ささふえ

保育所・三野由香里、みどり保育所・喜多杏帆、斎宮幼稚

園・福山静香

【写真後列左から】曙幼稚園・浅沼千幸、斎宮幼稚園・北

村ゆかり、下御糸小学校・大山幸代、明星小学校・冨山久

美

K

新

規

採

用

の

町

職

員

で

す

皆
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

各
教
室
の
参
加
者
募
集

【
町
児
童
セ
ン
タ
ー
】

町
児
童
セ
ン
タ
ー
（
大
字
上
村

１
４
１
９
）
で
は
、
平
成
22
年
度

に
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
て
開

催
す
る
各
教
室
の
参
加
者
を
、
次

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
２
歳
児

(

ア
イ)
ラ
ン
ド

■
内
容
　
１
年
間
、
親
子
で
楽
し

く
遊
び
ま
す
。

■
開
催
日
時

A
コ
ー
ス
＝
第

１
・
第
３
木
曜
日
、
B
コ
ー
ス
＝

第
２
・
第
４
木
曜
日
、
C
コ
ー

ス
＝
第
１
・
第
３
金
曜
日
、
D
コ

ー
ス
＝
第
２
・
第
４
金
曜
日
、
時

間
は
各
コ
ー
ス
と
も
午
前
10
時
〜

正
午

■
対
象

町
内
に
在
住
す
る
幼
稚

園
就
園
１
年
前
の
幼
児
（
２
歳
児
）

と
そ
の
保
護
者

■
募
集
人
数

各
コ
ー
ス
と
も
12

０３３２ ５１５ 

明和町大字馬之上945

明和町　福祉子育て課 

子育て係　行 

※この面には、何も 
　書かないでください 

【往信　表】　　　【返信　裏】 

【返信　表】　　　【往信　裏】 
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50
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（申込者の） 

　①郵便番号 

　②住　　所 

　③保護者氏名 

 

（申込者の） 

　①郵便番号 

　②住　　所 

　③保護者氏名 

　④参加幼児の 

　　氏名・年齢 

　⑤電話番号 

　⑥希望する教室・ 

　　コース等を明記 

 

組
ず
つ

②
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク
ラ
ブ

■
内
容
　
１
年
間
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
ト
ラ
イ
し
て
体
力
と
意
欲

の
増
進
を
図
り
ま
す
。

■
開
催
日
時

第
１
・
第
３
土
曜

日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
対
象

町
内
に
在
住
す
る
小
学

校
就
学
１
年
前
の
幼
児
（
５
歳
児
）

■
募
集
人
数

20
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

■
参
加
費

無
料

■
場
所

町
児
童
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み

往
復
は
が
き
（
左

図
参
照
）
で
申
し
込
み

■
申
込
期
限

５
月
14
日
:
必
着

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ク

ラ
ブ
等
の
内
容
等
、
そ
の
ほ
か
詳

し
く
は
、
町
児
童
セ
ン
タ
ー
（
H

52
･
２
５
１
９
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

くらし・お知らせ
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)
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お知らせ
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
は

い
ず
れ
も

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

【
パ
パ
マ
マ
教
室
（
産
前
教
室
）】

■
日
・
対
象
者

５
月
27
日
9
＝

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
女
性

と
そ
の
家
族

■
内
容

赤
ち
ゃ
ん
と
パ
パ
の
協

力
に
つ
い
て

■
受
付
時
間

午
前
９
時
50
分
ま
で

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
、
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児

①
５
月
13
日

9
＝
平
成
19
年
10
月
生
ま
れ
、
②

６
月
15
日
7
＝
平
成
19
年
11
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
ま
で

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
６
カ
月
児
の
健
康
診
査
】

■
日
・
対
象
児

①
５
月
14
日

:
＝
平
成
20
年
10
月
生
ま
れ
、
②

６
月
11
日
:
＝
平
成
20
年
11
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
６
カ
月
児
の
健
康
診
査
】

■
日
・
対
象
児

①
５
月
21
日

:
＝
平
成
18
年
10
月
生
ま
れ
、
②

６
月
18
日
:
＝
平
成
18
年
11
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
者

５
月
19
日
8
、

乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
受
付
時
間

①
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
、
②
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

各
種
が
ん
検
診

【
予
約
は
随
時
受
け
付
け
】

町
で
は
、
平
成
22
年
度
の
５
・

６
・
７
・
９
・
11
・
12
・
２
月
の

各
月
に
各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
各
月
の
日
程
・
内
容
等
は

長
寿
健
康
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
受
診
の
際
は
事
前
の
予

約
申
し
込
み
が
必
要
で
、
随
時
予

約
申
し
込
み
を
受
け
付
け
（
土
曜

日
・
祝
日
を
除
く
。
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
内
容
・
時
間

①
胃
が
ん
検

診
＝
午
前
８
時
〜
10
時
、
②
乳
が

ん
検
診
・
エ
コ
ー
検
査
＝
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
、
同
・
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
検
査
＝
午
後
１
時
〜
２

時
30
分
、
③
子
宮
が
ん
検
診
＝
午

後
１
時
〜
２
時

■
場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
料
金
・
定
員

①
胃
が
ん
検

診
＝
１
０
０
０
円
・
50
人
、
②
乳

が
ん
検
診
（
エ
コ
ー
・
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
検
査
と
も
）
＝
各
７
０

０
円
・
各
40
人
、
③
子
宮
が
ん
検

診
＝
７
０
０
円
・
80
人
　
　

■
対
象
者
等

①
胃
が
ん
検
診
＝

30
歳
以
上
の
人
（
胃
や
大
腸
の
手

術
を
受
け
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
。
検
診
前
日
の
午
後
９
時
以
降

の
飲
食
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）、

②
乳
が
ん
検
診
・
エ
コ
ー
検
査
＝

20
歳
以
上
の
人
（
授
乳
中
の
人
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。
検
診
当
日
は

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
、
子
ど
も
の
名
前
・
生
年
月

日
を
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

【
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
教
室
】

■
日
・
対
象
者

５
月
27
日
9
、

平
成
21
年
12
月
〜
平
成
22
年
３
月

出
生
児
で
、
こ
れ
ま
で
参
加
さ
れ

た
こ
と
が
な
い
人

■
受
付
時
間

午
前
９
時
50
分
ま
で

■
内
容

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

赤
ち
ゃ
ん
の
遊
ば
せ
方
、
楽
し
む

育
児
に
つ
い
て
な
ど

■
講
師

チ
ャ
イ
ル
ド
ボ
デ
ィ
ワ

ー
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
助
産
師
　
中

村
幸
美
さ
ん

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル
１
枚
（
必
要
な
人
は
お

茶
、
果
汁
、
ミ
ル
ク
な
ど
）

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
、
子
ど
も
の
名
前
・
生
年
月

日
を
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳

し
く
は
福
祉
子
育
て
課
（
H
52
・

７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

住 民 検 診 の お 知 ら せ
【胸部レントゲン検査・無料】

町では、65歳以上の皆さんを対象として、５

月28日(金)・５月31日(月)～６月４日(金)の各日

に「住民検診」を各地区巡回で実施します。

検診の内容は「胸部のレントゲン検査（無料）」

で、対象者には個別に通知します。各自ご都合の

よい日時等に受診してください。

大腸がん検診（有料）も併せて実施
また前年度と同様に、希望者を対象として「大

腸がん検診（検診容器＝１人分500円）」も併せ

て実施します。大腸がん検診の受診を希望される

人（30歳以上）は、住民検診の受診時または長

寿健康課へその旨を申し出てください。

※各検診について、詳しくは長寿健康課（H

52・7116）へお問い合わせください。

バ
ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
）
、
同
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
査
＝
40
歳
以
上
で
昭
和
の
偶
数

年
生
ま
れ
の
人
（
授
乳
中
の
人
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。
検
診
当
日
は

バ
ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
）
、
③
子
宮
が
ん
検
診
＝
20
歳

以
上
の
人

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
は
２

年
に
１
度
の
受
診
で
、
平
成
22
年

度
は
昭
和
の
偶
数
年
生
ま
れ
の

人
、
昭
和
の
奇
数
年
生
ま
れ
の
人

で
平
成
21
年
度
中
に
同
検
査
を
受

診
し
て
い
な
い
人
の
み
受
診
で
き

ま
す
。
各
種
が
ん
検
診
の
予
約
申

込
先
は
、
長
寿
健
康
課
（
H
52
・

７
１
１
６
）
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

詳
し
く
は
同
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 

キ
ッ
ズ
エ
ア
ロ
・
折
り

紙
教
室
の
参
加
者
募
集

【
明
和
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

各
種
教
室
の
参
加
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

キ
ッ
ズ
エ
ア
ロ

■
日
時
　
６
月
12
日
・
19
日
・
26

日
、
７
月
３
日
・
10
日
（
各
土
曜

日
）
、
全
５
回
、
各
日
と
も
①
幼

児
＝
午
前
10
時
〜
10
時
45
分
、
②

小
学
生
＝
午
前
11
時
〜
11
時
45
分

■
場
所

町
総
合
体
育
館
ロ
ビ
ー

■
対
象
者

町
内
・
近
隣
市
町
の

３
歳
児
（
年
少
）
〜
小
学
校
３
年

生■
募
集
人
数

先
着
40
人
（
幼

児
・
小
学
生
ク
ラ
ス
各
20
人
）

■
参
加
費

①
町
内
＝
１
０
０
０

円
、
②
町
外
＝
２
０
０
０
円

■
保
険
料

８
１
０
円

■
申
込
受
付
期
間

５
月
17
日
6

〜
30
日
5

折
り
紙
教
室

■
日
時
　
第
２
回
目
＝
６
月
26
日

;

午
後
１
時
〜
４
時
、
第
３
回

目
以
降
は
７
月
〜
平
成
23
年
２
月

の
各
月
に
１
回
開
催

■
場
所

町
総
合
体
育
館
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
室

■
対
象
者

町
内
・
近
隣
市
町
の

町体育協会では「町体

育協会等表彰候補者」の

皆さんからの連絡をお待

ちしています。対象に該

当する個人・団体は、ぜ

ひご連絡をお願いします。

■表彰候補者対象 平成21年９月１日から

平成22年８月31日までの期間に、各種スポ

ーツ大会等において全国大会出場、または東

海・県大会で３位以

上に入賞した個人・

団体

※詳しくは町体育協

会（町総合体育館内、

H52・7130）へお問

い合わせください。

小
学
校
低
学
年
児
童
（
保
護
者
同

伴
）
〜
一
般

■
募
集
人
数

先
着
20
人
（
組
）

■
参
加
費

①
町
内
＝
２
０
０
０

円
、
②
町
外
＝
３
０
０
０
円
（
い

ず
れ
も
６
月
〜
平
成
23
年
２
月

分
、
保
険
料
を
含
む
）

■
材
料
費

各
回
ご
と
に
１
５
０

０
円
（
色
紙
代
を
含
む
）

■
申
込
受
付
期
間

５
月
24
日
6

〜
６
月
10
日
9

◇
　
　
　
　
　
◇

※
申
込
先
は
い
ず
れ
も
町
総
合
体

育
館
で
、
申
込
用
紙
は
同
館
窓
口

で
お
渡
し
し
ま
す
。
各
申
込
期
間

中
の
各
日
と
も
、
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
８
時
に
申
し
込
み
を
受
け

ご
連
絡
く
だ
さ
い
　
表
彰
候
補
者
の
皆
さ
ん

【
明
和
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
に
向
け
て
・
明
和
町
体
育
協
会
】

県代表選手に強化費補助金を助成
明和町では、体育・スポーツの県・東海地区

予選大会等を勝ち抜き、国・日本体育協会等が

主催する全国大会に「三重県代表」として参加

する選手の皆さんに対して「強化費補助金」を

助成しています。補助金の申請手続きなど、詳

しくは教育課生涯学習係（H52・7124）へお

問い合わせください。

スポーツ安全保険制度のご案内
スポーツ安全保険は、体育・スポーツ・レク

リエーション活動をはじめ、文化・ボランティ

ア活動等における事故の補償によって、加入者

の皆さんが安心して活動できる制度です。保険

制度の内容や加入手続きなど、詳しくは教育課

生涯学習係（H52・7124）へお問い合わせく

ださい。

0（　0） 

0（　0） 

0（　0） 

0（　0） 1（ー1） 

24（　8） 3（ー1） 

21（ 10） 

■町内の治安情勢（平成22年３月１日～31日、概数） 

手　　口 件数（前月比） 手　　口 件数（前月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

  平成22年３月 
   （概数） 

前年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

負傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

50件 

13件 

15人 

0人 

37件 

155件 

28件 

37人 

0人 

127件 

ー3件 

ー2件 

ー3人 

0人 

ー1件 

■町内の交通事故発生状況（平成22年４月14日現在） 

平成22年１月 
からの累計 

■最大震度別地震回数（平成22年３月１日～31日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

69 24 8 2 1 0 0 0 0 104

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

9.4

9.0

6.7

2.8

9.0

12.0

7.3

7.7

6.7

採水日（平成22年３月３日） 

祓　川（下御糸橋） 0.6

1.4

1.1

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

河川名 
ＰＨ ＳＳ ＤＯ 

項　　　目 

参考：B類型（笹笛川） 
の環境基準値 

6.5以上 

8.5以下 
3.0以下 25.0以下 5.0以上 

 

く
は
町
総
合
体
育
館
内
・
明
和
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
H
52
・
７
１
３

０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

付
け
ま
す
。
参
加
費
・
保
険
料

（
振
込
手
数
料
を
含
む
）
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し

お知らせ
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)
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（有料広告）

旅行実施日
①平成22年６月19日(土) …申込締切日 ６月９日(水)
②平成22年６月23日(水) …申込締切日 ６月14日(月)
旅行代金 ①６月19日＝7,400円、②６月23日＝6,700円
募集人員 各日とも 20名 (最少催行人員10名)
※案内人は同行いたしません。体力に自信のない方や、未経験・ご不安な方は参加をご遠慮ください。

各日とも　添乗員：同行なし　食事：朝0 昼0 夕0 (全自由食です)
※お申し込みの際は、氏名・年齢・性別・郵便番号・住所・連絡先をお願いします。

大台ケ大台ケ原原・・散策散策

６ 月 明 和 町 発
日 帰 り バ ス の 旅

総合体育館(08：45) ー 道の駅(休憩) ー 大台
ケ原・散策(散策11：45～15：30) ー 道の駅
(休憩) ー 総合体育館(18：30)

電話 0596-55-8855
明和町山大淀

福祉タクシー西村(有)
バス事業部 担当：広脇 太

【旅行主催】
グローバルツーリスト(株) 
松阪市大黒田町1744-1 
旅行業務取扱管理者：野呂 敏彦
三重県知事登録 2-284

協賛、お問い合わせ・お申し込みは

５月の町税・保険料納付は次のとおりです（年金天引きを除く）。

国民健康保険税・介護保険料＝各２期分
軽自動車税＝全期分

納期限は５月31日(月)です。期限を過ぎて納付されますと、延滞金や財産

差押え等の滞納処分を行う場合があります。町税・保険料の納付は納期限内

に、また督促状が届いた場合はすぐに納付してください。

口座振替をご利用の場合は５月27日(木)に振替しますので、金融機関口座

の残高確認をお願いします。残高不足によって口座振替ができなかった場合

は、振替日の約１週間後に「口座引落し不能通知書」を、また納期限約１カ

月後に「督促状」を発布しますので、いずれかによって納付をしてください。

※納税には、便利で安全な「口座振替」のご利用をお勧めします。口座振替

の手続きは簡単です。金融機関の通帳・届出印をご持参のうえ、収税対策室

または町内金融機関窓口で手続きをしてください。詳しくは、収税対策室

（H52・7143）へお問い合わせください。

収税対策室では、平日の役場開庁時間内にお仕事の都合などで町税・保険

料の納付・相談が困難な皆さんのために、次のとおり平日の夜間と日曜日の

窓口を開設しています。皆さん、ぜひ各窓口をご利用ください。

【平日夜間納付・相談窓口】
■日時 ５月12日(水)、５月26日(水)、各日とも午後５時15分～８時30分

■場所・内容 収税対策室、町税・保険料の納付・相談

【日 曜 納 付 窓 口 】
■日時 ５月の各日曜日、各日とも午前８時30分～午後５時15分

※ただし、正午から午後１時までの間は窓口を閉じさせていただきます。

■場所・内容 会計課、町税・保険料の納付

※詳しくは、収税対策室（H52・7143）へお問い合わせください。

町税・保険料と納期のお知らせ

夜間・日曜納税窓口のご案内

上
野
・
安
養
寺
の
寺
宝
の

公
開
展
示
と
講
演
会

明
星
水
（
み
ょ
う
じ
ょ
う
す
い
）

を
守
る
会
な
ど
で
は
、
鎌
倉
時
代

後
期
創
建
の
安
養
寺
に
伝
わ
る
寺

宝
の
公
開
展
示
と
、
同
寺
の
歴
史

や
寺
跡
発
掘
の
講
演
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
多

数
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
内
容

５
月
９
日
5

①
寺
宝
（
文
化
財
・
文
書
）
の
展

示
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時
、
②
講
演
会
＝
午
前
10
時
〜

伊
勢
国
司
北
畠
氏
と
安
養
寺
（
講

師
＝
下
村
登
良
男
さ
ん
）
、
午
前

11
時
〜
　
安
養
寺
跡
発
掘
調
査
の

成
果
に
つ
い
て
（
講
師
＝
明
和
町

斎
宮
跡
課
職
員
）

■
場
所

大
字
上
野
地
内
　
安
養

寺
本
堂
・
上
野
公
民
館

※
詳
し
く
は
、
明
星
水
を
守
る

会
・
三
田
さ
ん
（
H
52
・
０
０
４

４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
17
日
〜
23
日
は

肝
臓
週
間
で
す

５
月
17
日
〜
23
日
は
「
肝
臓
週

間
」
で
す
。

肝
炎
は
、
早
期
発
見
と
早
期
治

療
に
よ
っ
て
将
来
の
肝
硬
変
・
肝

が
ん
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
生
涯
に
１
回
は
「
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
検
査
」
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

同
検
査
は
、
松
阪
保
健
福
祉
事
務

所
な
ど
を
窓
口
と
し
て
無
料
で
受

診
で
き
ま
す
。
ま
た
、
肝
炎
治
療

に
お
い
て
は
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
治
療
」
等
の
高
額
な
医
療
費
を

要
す
る
場
合
は
、
医
療
費
助
成
制

度
が
利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
松
阪
保
健
福
祉
事

務
所
（
H
０
５
９
８
・
50
・
０
５

３
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

お知らせ
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)

多
重
債
務
問
題
と

成
年
後
見
無
料
相
談
会

【
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
な

ど
の
多
重
債
務
問
題
や
成
年
後
見

に
つ
い
て
、
司
法
書
士
に
よ
る
無

料
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

５
月
20
日
9

午
後
６

時
〜
８
時
（
午
後
７
時
30
分
ま
で

に
来
場
く
だ
さ
い
）

■
場
所

松
阪
市
日
野
町
７
８
８

カ
リ
ヨ
ン
プ
ラ
ザ
３
階
　
松
阪
市

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
同
支
部
連
絡
事
務

局
・
鈴
木
久
志
司
法
書
士
（
H
０

５
９
８
・
23
・
４
６
３
８
）
、
ま

た
は
安
川
浩
二
司
法
書
士
（
H
０

５
９
８
・
21
・
３
７
５
５
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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●読み聞かせ ふるさと会館では、子どもたちを対象とし

た読み聞かせを次のとおり行います。皆さん、お気軽にご参

加ください。

てんとうむしの読み聞かせ

■日時・場所 ５月８日(土) 午後２時～、１階児童室

■内容 絵本＝えんそく バス、紙芝居＝かあさんだいすき

おはなし小槌（こづち）の読み聞かせ

■日時・場所 ５月23日(日) 午後２時～、２階ロビー

■内容 絵本＝ぞうくんのあめふりさんぽ、 14ひきのあさ

ごはん、紙芝居＝かっぱとかみなりどん

ふるさと会館スタッフの読み聞かせ

■日時・場所 ５月27日(木) 午前11時～、１階児童室

●不用一般書の再活用（持ち帰り自由）ご案内
ふるさと会館では、不用になった一般書を次のとおり展

示します。この一般書は、自由にお持ち帰りいただけます。

期間中は一般書を順次追加展示します。皆さん、ぜひご活用

ください。

■期間 ５月11日(火)～29日(土)

■場所 ふるさと会館２階

※同様の企画を、11月の「図書館

市」でも予定しています。

●５月の休館日 ５月６日(木)、10日(月)、17日(月)、24

日(月)、31日(月)

※５月１日(土)～５日(水)の連休中は、各日とも開館（午前

９時30分～午後５時30分）します。各催しの詳しい内容な

ど、ふるさと会館（H52・7131）へお問い合わせください。

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ

●こども装束の試着体験（当日参加受け付け）
平安時代のこども装束・

童水干（わらわすいかん）、

童女（わらわめ）装束・汗

衫（かざみ）や細長（ほそ

なが）の試着体験を次のと

おり行います。皆さん、カメラ持参でご参加ください。

■日時 ５月４日(火・みどりの日) 午前10時～午後４時

■参加費 500円

●機織り体験（要予約・先着順）
５月・６月の機織り体験は次のと

おりです。初めての人も、どうぞお

気軽にご参加ください。

■日時 ５月５日(水・こどもの日)、５月16日(日)、６月16

日(水)、時間は各日とも、午前の部＝午前10時～正午、午

後の部＝午後１時30分～午後３時30分

■内容 ①高機（たかはた）を使って「ランチョンマット」

等を作る麻糸の機織り体験、②地機（じばた）を使った

絹糸の機織り体験

■定員 各日午前・午後の部とも、麻＝４人・絹＝２人

■参加費 1,500円

※各催しの詳しい内容など、いつきのみや歴史体験館

（H52・3890）へお問い合わせください。

いつきのみや歴史体験館からお知らせ

（有料広告）

旅行実施日 平成22年５月22日(土) 
申込締切日　５月12日(水)
旅行代金 7,800円 (入場料含む)

募集人員 40名 (最少催行人員25名)

添乗員：同行なし　食事：朝0 昼1 夕0 
※お申し込みの際は、氏名・年齢・性別・郵便番号・
住所・連絡先をお願いします。

５月 明和町発 日帰りバスの旅
京 都 観 光

総合体育館(08：30) ー 昼食(11：00) ー 金
閣寺(散策13：00) ー 南禅寺(散策14：00) ー
井筒八ッ橋本舗(買物15：30) ー 総合体育館
(18：30)

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 

めいわ朝市実行委員会では、次の

とおり「めいわ朝市」を開催します。

皆さん、多数お出かけください。

■日時 ５月30日(日)、６月27日

(日)、時間はいずれも午前９時～正午　※小雨決行

■場所 斎宮歴史博物館　北側駐車場（あざふるさと前）

■内容 町内外の特産品、野菜・果物、魚介類の販売（予定）

※めいわ朝市実行委員会では、出店者を随時募集しています。

申し込み方法など、詳しくは同委員会代表世話役・明和町商

工会（H52・5235）へお問い合わせください。

５月・６月「めいわ朝市」のお知らせ

こ
ど
も
装
束
試
着
体

験
の
様
子

電話 0596-55-8855
明和町山大淀

福祉タクシー西村(有)
バス事業部 担当：広脇 太

【旅行主催】
グローバルツーリスト(株) 
松阪市大黒田町1744-1 
旅行業務取扱管理者：野呂 敏彦
三重県知事登録 2-284

協賛、お問い合わせ・お申し込みは

機織り体験の作品例

明和町広報紙「広報めいわ」では、紙面に掲載する有料広告を
次のとおり募集しています。有料広告の掲載申し込みは、原則と
して年度内分・掲載枠分を先着順で受け付け、広報発行月の前月
５日に締め切ります。募集要件など詳細内容については、総務課
情報係（H52・7111）へお問い合わせください。
【毎月の広告枠の大きさ・広報紙発行１回あたりの掲載料金】
■裏表紙面（４色印刷） ①縦4.35cm×横8.75cm＝ 7,000円

②縦4.35cm×横18cm＝14,000円
■中　　面（２色印刷） ①縦4.35cm×横8.75cm＝ 5,000円

②縦4.35cm×横18cm＝10,000円

明和町広報紙 有料広告掲載の募集

お知らせ
広報めいわ ５月号

平成22年
(2010年)

旅行実施日 平成22年６月12日(土) 
申込締切日　６月３日(木)
旅行代金 7,800円 (入場料含む)

募集人員 40名 (最少催行人員25名)

添乗員：同行なし　食事：朝0 昼1 夕0 
※お申し込みの際は、氏名・年齢・性別・郵便番号・
住所・連絡先をお願いします。

６月 明和町発 日帰りバスの旅
滋賀 石山寺と比叡山

総合体育館(08：30) ー 石山寺(散策11：30)
ー 比叡山(ドライブウェイ・散策13：00) ー
道の駅琵琶湖(買物15：30) ー 総合体育館
(18：30)
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【明和町ホームページ】

\http://www.town.meiwa.mie.jp/

【明和町Eメールアドレス】

Nsoumu@town.mie-meiwa.lg.jp（総務課）

広
報
め
い
わ

No.511 平
成
22年

(2010年
) ５
月
号

 

 

 

午前６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
 

午後０ 
 
１ 
 
２ 
３ 
 
４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
深夜 

 

６：00 明和ニュース 
          天気 
７：00 明和ニュース 
          天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
          天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
 
０：00 明和ニュース 
        天気 
１：00 明和ニュース 
        天気 
２：00 特集 
３：00 明和ニュース 
        天気 
４：00 明和ニュース 
        天気 
５：00 特集 
 
６：00 明和ニュース 
        天気 
７：00 明和ニュース 
        天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
        天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
０：00 明和ニュース 
０：20～６：00 休止 

 

【放送時間・番組】 

 

 

 

 

 

 

【明和ニュース・特集の内容】 【放送期間】 

 

５月27日(木) 
   ～６月２日(水)

５月13日(木) 
         ～19日(水)

４月29日(木) 
   ～５月５日(水)

５月６日(木) 
        ～12日(水)

 

 

 

 

 

明和ニュース：①シュガークラフトで作る端午の節句 
飾り！、②(中学生)南勢地区バレーボール大会、ほか 
コラム：第10回明和ざいしょ市 

 
明和ニュース総集編 

特集：スポーツ少年団ソフトボール開幕戦 
 

５月20日(木) 
         ～26日(水)

明和ニュース：①平成22年度中央公民館講座開講式、 
②町体育協会  応急手当・AED講習会、ほか 
コラム：斎王の舞 

特集：４月定例記者会見 

明和ニュース：①斎王の舞保存会発足式、②斎宮市、 
ほか 
コラム：斎王まつり配役選考会 

特集：町内施設紹介 

明和ニュース：①保育参観、②修正地区スポーツ振興 
会  春のスポレクフェスタ、ほか 
コラム：斎王の舞 

特集：町内施設紹介 

明和町行政チャンネル番組表 ４月29日(木)正午～６月２日(水)
※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、毎週木曜日の正
午（午後０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご
了承ください。詳しくは、総務課（H52・7111）へお問い合わせください。

■日時・内容 ①５月７日(金) 午前９時30分～正午＝

行政相談・心配ごと相談、②５月17日(月) 午後１時

30分～４時＝心配ごと相談、③６月７日(月) 午前９

時30分～正午＝行政相談・心配ごと相談、④６月21日

(月) 午後１時30分～４時＝心配ごと相談

■場所 明和町保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（H52・7056）へお

問い合わせください。

５月・６月の行政相談・心配ごと相談

発
行
日
／
平
成
2
2
年
５
月
１
日
 

発
　
行
／
明
和
町
 

〒
515－

0332 三
重
県
多
気
郡
明
和
町
大
字
馬
之
上
945番

地
 

　
　
　
T
EL 0596－

52－
7111（

総
務
課
）
　
FA
X 0596－

52－
7133

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯
罪です！
【相談窓口】
■明和町福祉子育て課 ]0596・52・7115
■配偶者暴力相談支援センター　]059・231・5600
■警察安全相談電話　 ]059・224・9110 ♯9110
■松阪警察署　　　　　　　　　]0598・53・0110
■松阪保健福祉事務所　　　　　]0598・50・0520
※お気軽に、まずはお電話してください。

お 一 人 で 悩 ん で い ま せ ん か ？

（有料広告）

済 生 会済 生 会
明和病院明和病院

社会福祉法人
恩 賜 財 団

ご家庭で不要になりまし
た「こいのぼり」がござ
いましたら、ぜひご寄付
ください。４～６月に
「こい吹かし」を設営し、
地域の皆さんに楽しんで
いただいています。

お問い合わせ先：済生会明和病院 総務課 ◆明和町上野435番地 ◆TEL：0596-52-0131 ◆URL：http：//www.meiwa-saiseikai.jp

療養介護事業所・重症心身障害児施設療養介護事業所・重症心身障害児施設 なでしこなでしこ
介 護 老 人 福 祉 施 設介 護 老 人 福 祉 施 設 明 和 苑明 和 苑


